
風邪
（３回以上）

0.23倍

発熱
（３日以上）

0.27倍

インフルエンザ 0.55倍

寝室を暖房で温めて寝る子どもは、そうでない子ど
もに比べ、風邪をひく人の割合が4分の1にとどまる
という調査結果を産業医科大（北九州市）の藤野善
久教授らのチームが2020年2月28日までにまとめた。

藤野教授は、温かい部屋にいることで免疫の低下を
防ぐことができたとみており、
「新型コロナウイルスによる肺炎を含む冬の呼吸器
感染症の予防に役立つのではないか」と話している。

海外では室内の温度が低下すると、循環器病や呼吸
器疾患が起きやすいとの研究があり、
WHOは健康維持のため、冬場の室内の温度を18度
程度に保つことを推奨している。

だが日本の家屋は地域によっては断熱が不十分で、
18度を下回ることが多いとの報告がある。

チームは子どもの寝室での暖房使用と感染症との
関係を調べるため、福岡県の暖房を使う12歳以下の
子ども156人と、使わない子ども155人の計311人を
対象に調査。

2018年12月から2019年2月までの3か月間の風邪や
発熱の発症状況を比較した。

この結果、暖房を使った子どもは、使わない子ども
と比べて、３回以上風邪をひくリスクが0.23倍と小
さい
ことが分かった。3日以上の発熱は0.27倍、インフ
ルエンザの発症は0.55倍だった。

暖房して寝る子が
発症するリスク

暖房で寝る子
風邪4分の1

新型肺炎の予防にも？

早いもので、今年も残り一か月を切りました。
ここ最近は急に冷え込み、体調を崩しやすくなっています。
12月は、子どもたちにとっては、楽しいイベントがいっぱい♪

今年一年の締めくくりが、皆さんにとって素敵になるように願っ
ています。

太陽の子保育園
2022年12月号

題字と手書き
のイラストは、
らいおん組さ
んにかいても
らいました。
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